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持田先生の背中を追いかけて 
 

 

 大風 翼  
  東京工業大学 

はじめに 
持田先生、ご定年・ご退職おめでと

うございます。私が、持田研に配属さ
れた 2005年 4月から現在に至るまで、
様々ご指導をいただきました。この紙
面だけでは、感謝は伝えきれませんが、
いくつか振り返ってみます。 
論文 
持田先生にご指導いただき、数えて

みると、共著で書いた論文は 33 編にな
っていました。これは、持田研の学生
としては、最も多いのではと思います。
持田先生の気合の入った直しが、間髪
入れず返ってきた学生時代を振り返り、
現在、私も学生を指導する立場になり
ましたが、とても真似できないと、持
田先生の凄さを体感しています。2016
年に東京工業大学に移り、持田先生か
ら独り立ちせねばと、もがきながら 7
年が経ち、持田先生と共著でない論文
も、偶然 33 編と、共著の論文と同数に
なりました。「(年齢－25)×2 編の論
文を書いて並」と、持田先生にどこか
で言われたのが、強く耳に残っており、
その倍を書こうというのが、一つ私の
研究者としての軸になっています。 

目線 
持田先生は、バイアスのないフラッ

トな目線で物事を見通し、個性豊かな
研究者の話を、筋を通してまとめてし
まう特殊能力をお持ちで、いつも圧倒
されていました。持田先生の隣でいわ
ゆる持田流の意思決定のプロセスを学
ぶことができたのは、他に代え難い経
験です。学生の話も、筋の通っている
ことは、「君の言う通りだ」と、簡単
に折れ、自身の方針が正しいと、非常
に自信がつく言葉でもありました。助
教時代の夏季ゼミでは、この言葉を引
き出すことをモチベーションに、研究
と関係ない一撃必殺のネタを１年かけ
て仕込み、披露する場にしていました。
流入変動風に関しては論文化し、博士
論文とは全く異なるテーマで、日本風
工学会研究奨励賞を受賞することがで
きました。渦粘性のモデルに関しては
手付かずなので、順次、論文化せねば
と思っています。 
理解 
研究室にはいって、初めて、熱いご

指導をいただいたのは、はっきり覚え
ていまして、ゼミでのエクマン層の説
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明についてでした。摩擦力とコリオリ
力の説明が不十分なところで、高度の
上昇とともに、風向が回転すると話を
進め、なぜそうなるんだという指摘に、
しどろもどろになりました。「物事を
正しく理解したという状態」がどのよ
うな状態か、自分の中で確信ができた
瞬間でもありました。当時、某先輩が
ゼミの日にドクロマークを書いていた
りと、なかなか厳しかったですが。。。
持田先生は学生が越えられるギリギリ
の壁の設定が上手いのかなと思います。 
新潟 
当時、持田先生が４年間新潟工科大

学で教鞭をとられていたというのもあ
り、年１回、工科大の富永先生を訪問
するのが定番になっているようでした。
私は、雪のテーマを選んだこともあり、
この後、修士を終えるまで、毎年、工
科大を訪問することになりますが、持
田先生は、車を運転されるのが好きで、
何度か助手席に乗せていただきました。
普段は、なかなか長時間雑談をする機
会というのはありませんので、磐越道
を走りながら、大学のことやら日本の
ことやらその他色々と語っていただい
たのは、大変良い思い出です。 
研究 
研究室紹介で、最後の６番目に挙が

っていた雪のテーマを選んで離さなか
った私ですが、持田先生は、恐らく当
時は、Streat canyon や Canopy モデル
に注力したかったのではと思います。
博論まで好き勝手やらせていただき、
大変感謝しておりまして、WRF や
OpenFOAM を研究室で立ち上げたの
は、私自身関心があったというのもあ

りますが、勝手に恩返しという感じで
もありました。１週間かけてWRFをイ
ンストールしたのは、良い思い出です。
かなり大変でした（笑）いま、持田研
の学生が、これらを使って研究してい
るのをみると、大変うれしいです。 
英語 
「君の英語は中学生並だ」といわれ

てから 18 年が経ち、私も人並みに英語
論文の指導ができるようになりました。
ドラフトの裏に、関係代名詞や動名詞
の掛かりから懇切丁寧に教えていただ
き、ありがとうございました。４年の
ときに、清華大学との交流会で発表す
る機会を頂けたのも、今となっては、
大変ありがたかったと思っています。 
予算 
持田先生のもとで学んで、一番役に

立っているものの一つに予算の申請書
の書き方のノウハウがあります。いま
は、科研の獲り方なる本もいろいろと
出版されていますが、言語化できない
ような迫力も含め、勉強になりました。
毎年秋、恒例の科研の申請書の糊付け
やマーカー塗りが懐かしいです。 
おわりに 
理屈っぽく手間のかかる学生だった

と自覚しております。いまの私がいる
のは、ひとえに持田先生のおかげで、
感謝してもしきれません。風工学会奨
励賞の副賞の賞金は、現金でいただき、
何に使うか悩んだ末、私自身が研究者
として自立し、恩返しが済んだときに、
持田先生とお食事にととっております。
教育者・研究者として持田先生の背中
はまだまだ遠いです。いつまでもお元
気で、引き続き、ご指導ください。 



－ 146－

 

 

 

「腹落ち体験」と 

「持田研の学生教育」 

 

 石田 泰之  
 東北大学 

はじめに 
ここでは、研究に直接関係する話で

はなく、私個人の中で印象に残ってい
る、持田先生に人間として成長させて
頂いた、という話を述べます。 
 
腹落ち体験 

2005 年、大学入学当初、私は“地球
環境”か“地震”のエキスパートになりた
い！と考えていました。理由は両者と
も、食い扶持に困る可能性が低そうだ
から、という不純なものでした。学年
が上がり、建築に関わる様々な分野の
授業を受ける中で、持田先生の講義で
のご説明が、私がそこまでに出会った
先生の中で最も“腹落ち”するものであ
ったことから、こういう先生の下で学
ぶことでこそ真のエキスパートになれ
る、と想像し、持田研を志望すること
に決めました。それまでに何回も、授
業中に遅刻してきた学生に怒り狂う持
田先生のお姿を拝見し、恐れておりま
したが、“納得したという経験”と“その
喜びに似た感覚”が、その時の私の中で
は何よりも優先されたように思います。 
私は現在教員の立場で学生指導にあ

たっておりますが、私自身も、学生に

何か一つでも、難しいことが腹落ちす
る経験をさせてあげられるよう、また、
その喜びを感じてもらえるよう、そし
て、学ぶことの純粋な楽しさを知って
もらえるよう、励んでまいります。 
 
持田研での学生教育 
持田研に配属後、研究生活を通して

の一番の収穫は、他者の発表に対して、
質問などの発言をすることを恐れない
精神力だと思います。当時は、研究室
のゼミで他人の発表に対して発言をし
ないでいると、持田先生から「なんで
質問をしないんだ」と（それはもう、
質問をしないとぶん殴るぞ、という勢
いで）叱られるので、学部 4 年生から
大学院 1 年にかけては、内容の如何に
関わらずゼミや講演会に参加するのが
嫌で仕方なかったように記憶していま
す。こういった経緯で発言をする癖が
否応なしにつき、いつしかそれに対す
る恐れや不安のようなものが無くなっ
た(慣れ？)ように思います。大学院生
になり、学会など学外で他人の発表を
聞く機会が増えると、学生が発言をす
ること自体が極めて稀であることに気
付きました。そのような中で質問をす
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ると、それだけで注目されるというこ
とが度々ありました。自分なりの理屈
は以ていたとは思いますが、恐らく脆
弱な理屈で、質問自体も大したもので
はなかったであろうにも関わらず、学
生が発言をしたというだけで目立つこ
とができたことから、何ともお得な力
を授けて頂いた！と感動にも似た感覚
を覚えたように記憶しております。こ
の“（適度？な）恐怖による学生指導”
というのが実践しようにも大変に難し
く、持田先生の特技であると 確信して
おります。 
その後、2011 年に修士号を取得し、

㈱オリエンタルランドでテーマパーク
の営繕・設計業務に携わることになる

のですが、全く畑の違う職場において
も、持田研で経験し身につけたものは、
（具体的な話はなかなか申し上げにく
いところであるのですが）大変有効に
働いたと実感しております。 
 
おわりに 
以上、特に私自身の印象に残ってい

る点について述べさせて頂きましたが、
ここで述べた学生時代だけでなく、
2016 年に東北大学に戻ってきてから今
もなお、叱咤激励を受け、研究者とし
て育てて頂き大変感謝しております。
今しばらく、研究等でもお世話になる
かと思いますが、どうぞよろしくお願
いいたします。 

 

 
写真 1 2009 年時の写真 -飲み会後の集合写真(右上で目を閉じているのが私)- 

 

 
写真 2 2020 年時の写真 -卒業生と一緒に- 
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  持田先生との出会いから 

今日まで 
 

 

 小林 光  
  東北大学 

持田先生に最初にお会いしたのは、
1991 年 4 月に東北大吉野研究室から東
大生産技術研究所、村上・加藤研究室
修士に進学したときでした。かれこれ
30 年以上になります。私の記憶では、
当時、持田先生は研究室のCFD研究の
ドライブ力の中心で、富永先輩と LES
による屋外気流解析、近本先輩と代数
応力モデルや低レイノルズ型 k-εモデ
ル開発などに取り組まれていたと思い
ます。私は加藤先生の屋内班でCFDコ
ードにモンテカルロ法の熱放射解析を
連成したり、換気効率指標の開発等に
取り組んでいて、持田先生とは最初あ
まり接点がありませんでした。しかし
M1 学生から見た持田先生の印象は強
烈で、極めて高い熱量で研究に取り組
み、先輩方を厳しく指導しながらどん
どん成果を上げていく超パワフルな年
長の先輩研究者でした。日常生活も迫
力があって、ご自身がヘヴィースモー
カー、加えて何人か愛煙家がいらして、
EWS が幾つも置かれた部屋は濛々と紫
煙と熱気が漂い、夕方以降はアルコー
ルも加わってそのまま遅くまで精力的
に研究。兎に角、超パワフル！ 

持田先生との研究の思い出 
生研時代、乱流モデルに関する取り

組みが少なかった小生は、’94年頃に持
田先生が主導するDynamic SGSモデル
による解析チームに参加させて頂きま
した。Kyle Squiresがこの夏に来るから、
その前に結果を出すぞ！と言って、短
期間でコーディングから２次元角柱周
りの解析まで完遂する突貫研究 PJ で、
富永先輩についての参加でした。小生
は RANS の経験しかなく、持田先生に
SGS モデルの概要をレクチャー頂き、
論文を読んでコードを Dynamic SGSモ
デルに書き換えて、大型計算機を連日
連夜回し続けて何とか答えを出した。
この成果は持田先生の巧みなご指導と
操縦＋富永先輩のご指導で実現し、そ
の結果は従来の解析結果に比べて高精
度でカルマン渦が再現される、成功体
験と言えるものでした。その後
Lagrangian SGS model までやって室内
班に復帰しましたが、乱流と乱流モデ
ルについて深く思考した経験は面白く、
今も大いに役立っています。そのまま
継続していたら、違う研究者になって
いたかも知れません。 

寄稿文集のおわりに
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大学で働いてみたいと思わない？ 
‘96年 3月に生研を卒業した後、大成

建設設計部に就職しました。設備設計
業務と並行して多数の技術開発 PJ にも
参画し、ある時期からは設備計画か技
術研究所の研究開発屋としてやってい
く自信もついてきて、このままイイ線
までイケると思っていました。 
そんな折、持田先生から「大学で働

いてみたいと思わない？」と問われま
した。大学へのお誘いは時々あっても
転職する気にならなかったのですが、
この時は、持田先生からのお話だった
ことと母校でというお話であったこと
が決め手で、少し悩んだ末に最終的に
転職を決意しました。社会人キャリア
のど真ん中辺りの遅めの転職で 2013年
4 月に東北大に任用され、17 年間勤務
した大成建設から転職して今年 10 年目
です。ゼネコンでは経験できない研究
と仕事に携わり、新たに学んだことや
学び直したことも少なくありません。
この 5 月には漸く教授に昇任しました。
あの日、持田先生にお声がけ頂いたこ
とに感謝しています。 
持田先生との 10 年とこれから 
東北大の建築環境系研究室は平成 23

年迄の吉野先生、持田先生２分野体制
から平成 24 年に現在の３分野に移行。
環境系研究室群はLBEE Laboratories of 
Built Environment Engineering を名乗
り、現在は持田先生、後藤先生、石田
先生と共に LBEE 内各分野は独立した
研究を行いつつ、運営面では一体で連
携する体制です。現体制の 3 分野のカ
ラーを含め、嘗て持田先生が構想され
たスタイルで、その OS とアプリケー

ション設計に綻びが無かったため、10
年間メジャーバージョンアップ無しで
やってこられた、というのが現況の理
解です。LBEE の後継者である我々は
基本路線には大きな変更は必要ないと
判断していますが、境界条件の変化に
対応し、また、新たな価値を打ち出す
べく鋭意バージョンアップを進めます。 
多くの方々がご存知の通り、持田先

生は高い文系的センス？を併せ持って
おられて、物事や他者を把握する際に
メタ的な視点で見るにしても、より本
質的な視点で文脈を読み解き整理し直
して、その構造を極めて明快に解説し
て下さることがあります。また、他者
に物事を理解させつつその印象を操作
する文章表現への深いこだわりをお持
ちです。前者は入力・分析、後者は戦
略・出力に対応していて、この 10 年間
に、様々な局面で持田先生の慧眼によ
って物事の方向性がクリアにされ、解
決に導かれる場面を目にしてきました。
今まで組織運営では LBEE を代表する
持田先生の判断と意見に頼ってこられ
た（=リード頂いていた）ことに大変
感謝しています。そして最近は、小生
は運営面で少し思考をサボっていたな
と今更のように反省もしています。 
さいごに 
これまで生研時代、東北大学への転

職、東北大に赴任してからの 10 年間を
通じ、大変お世話になってきました。
今後もご面倒かも知れませんが、
LBEE の運営について、また一研究者
としてなど、時々ご相談させて頂けれ
ば幸いです。宜しくお願い致します。 
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略歴
氏　名　　	持田　灯（もちだ　あかし）
生年月日	 1958 年 12 月 20 日

学　歴
1981 年 3  月　早稲田大学理工学部建築学科　卒業
1983 年 3  月　東京大学大学院工学系研究科建築学専攻　修士課程修了
1985 年 10 月　東京大学大学院工学系研究科建築学専攻　博士課程中退

学　位	 工学博士（東京大学・1989.2）

職　歴
1985 年 11 月－ 1993 年 6 月　東京大学生産技術研究所　助手
1993 年 6  月－ 1995 年 3 月　東京大学生産技術研究所　講師
1995 年 4  月－ 1999 年 3 月　新潟工科大学建築学科　助教授
1999 年 4  月－ 2006 年 7 月　東北大学大学院工学研究科　都市・建築学専攻　助教授
2006 年 8  月－ 現在	 東北大学大学院工学研究科　都市・建築学専攻　教授
			 
主な委員会活動など
1997 年－ 1999 年	 日本建築学会 地球環境委員会 都市環境動態小委員会 幹事
1997 年－ 2015 年	 日本風工学会 評議員
1998 年－ 2005 年	 日本建築学会 環境工学委員会
			�   流体数値計算による風環境評価ガイドライン検討ＷＧ　主査
1998 年－ 1999 年	 日本風工学会 事務局長
1999 年－ 2002 年	 日本建築学会 地球環境委員会 都市気候モデリングＷＧ　主査
2001 年－ 2002 年	 日本建築学会　東北支部　常議員
2002 年－ 2005 年	 日本建築学会 地球環境委員会 都市気候対策小委員会　主査
2002 年－ 2003 年	� 環境省 地方都市における環境配慮型都市のあり方に関する調査検討

委員会　委員
2002 年－ 2006 年	� （財）建築環境・省エネルギー機構都市におけるヒートアイランド

緩和方策検討委員会　委員
2003 年－ 2007 年	 日本建築学会 東北支部 環境工学部会　部会長
2003 年－ 2013 年	 仙台市 杜の都の環境をつくる審議会　委員
2005 年－ 2006 年	 日本風工学会 広域風環境研究会　主査
2005 年－ 2016 年	 日本建築学会 環境工学本委員会 
			   屋外空気環境の予測・評価小委員会　主査
2007 年－ 2009 年	 日本流体力学会　理事
2007 年－ 2009 年	 日本建築学会 都市・建築空間の雪氷災害対策に関する
			   特別研究委員会　委員長
2007 年－ 現在	� 日本サステナブル建築協会（JSBC） CASBEE 開発委員会ヒートアイ

ランド検討小委員会　委員長
2008 年－ 2010 年	 日本建築学会 東北支部　代議員
2008 年－ 2010 年	 日本流体力学会 日本流体力学会誌 ながれ 編集委員会　委員長
2009 年－ 2010 年	 日本雪工学会 都市・建築の雪氷災リスクマネージメント
			   調査研究委員会　委員長
2010 年－ 2014 年	 日本雪工学会 日本雪工学会誌 編集委員会　委員長
2010 年－ 2018 年	 日本雪工学会　理事
2011 年－ 2012 年	 日本建築学会 JAABE 編集委員会　コンタクトエディター
2011 年－ 2017 年	 仙台市 仙台市環境影響評価審査会　会長
2012 年－ 2014 年	 日本流体力学会　理事
2012 年－ 		�  Journal of Wind Engineering and Industrial Aerodynamics　エディター 　
2012 年－ 現在	 Building Simulation　エディター
2013 年－ 2015 年	 日本建築学会　理事

略歴 / 論文リスト
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2014 年－ 2016 年	 日本建築学会
			   気候変化による災害防止に関する特別調査委員会　幹事
2015 年－ 2017 年	 日本建築学会 環境工学本委員会 空気環境運営委員会　主査
2016 年－ 2018 年	 日本風工学会　理事
2017 年－ 2019 年	 日本建築学会 環境工学委員会　幹事
2017 年－ 2029 年	 日本学術会議 日本学術会議　連携会員
2018 年－ 2020 年	 日本建築学会 気候災害特別調査委員会　幹事
2018 年－ 2019 年	 日本建築学会 論文集委員会　委員長
2019 年－ 2021 年	 日本建築学会 環境工学委員会　委員長
2020 年－ 2022 年	 日本建築学会　東北支部　代議員
2021 年－ 2023 年	 日本建築学会 環境工学委員会 AIJES 刊行方針検討 WG　主査
2021 年－ 2023 年	 日本建築学会 環境工学委員会
			   日本建築学会環境基準作成小委員会　主査
2021 年－ 2023 年	 日本建築学会 環境工学委員会 企画刊行運営委員会　主査
2021 年－ 2023 年	 日本学術会議 土木工学・建築学委員会
			   気候変動と国土分科会　幹事
2022 年－ 2023 年	 日本建築学会 土木・建築タスクフォース　委員

 受賞
1993 年	 日本風工学会奨励賞（日本風工学会）
	� Numerical Simulation of Flowfield around Texas Tech Building by Large Eddy 

Simulation
1993 年	 日本建築学会奨励賞（論文）（日本建築学会）
	 立方体モデル周辺の非等方乱流場に関する k-e モデルと LES の比較
2005 年	 空気調和・衛生工学会賞（学術論文部門）（空気調和・衛生工学会）
	� 実測と数値シミュレーションに基づく大空間の換気性状と結露発生メカニズム

の解析
2005 年	� The JAABE Best Paper Award 2002-2003 (Journal of Asian Architecture and 

Building Engineering),Numerical Study on Thermal Effects of Cold and High-
albedo Surface Covered with Snow in Outdoor Environments

2005 年	 日本建築学会賞（論文）（日本建築学会）
	 都市の風環境・温熱空気環境の数値解析手法の開発と応用
2012 年	 日本風工学会ベストペーパー賞（日本風工学会）
	� Development of a system for predicting snow distribution in built-up 

environments: Combining a mesoscale meteorological model and a CFD 
model

2019 年	 日本ヒートアイランド学会　論文賞（日本ヒートアイランド学会）
	� Summer heatstroke risk prediction for Tokyo in the 2030s based on 

mesoscale simulations by WRF
2023 年	� The Best Paper Award 2022, Japan Architectural Review (Architectural 

Institute of Japan),Proposal of LCZ categories and standards considering 
super high-rise buildings suited for Asian cities based on the analysis of 
urban morphological properties of Tokyo

 

 論文
■ 学術論文
1.	 �Large Eddy Simulation による建物周辺気流の３次元解析その１―立方体まわりの流れの

数値予測と風洞実験の比較―, 日本建築学会論文報告集 , (360), (1986), 1-11. 村上周三，
持田灯，日比一喜

2.	 �THREE-DIMENSIONAL NUMERICAL SIMULATION OF AIR FLOW AROUND A 
CUBIC MODEL BY MEANS OF LARGE EDDY SIMULATION, Journal of Wind Engi-
neering and Industrial Aerodynamics, 25 (3), (1987), 291-305. Shuzo Murakami, Akashi 
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Mochida, Kazuki Hibi
3.	 �3-D NUMERICAL SIMULATION OF AIR FLOW AROUND A CUBIC MODEL BY 

MEANS OF THE k -ε MODEL, Journal of Wind Engineering and Industrial Aerodynam-
ics, 31 (2-3), (1988), 283-303. Shuzo Murakami, Akashi Mochida

4.	 �k-ε型２方程式モデルによる建物周辺気流の数値解析その１―メッシュ分割、壁面・計
算領域外周面の境界条件に関する検討―, 日本建築学会計画系論文報告集 , (392), (1988), 
11-21. 村上周三，持田灯，林吉彦，大和田淳

5.	 �Adaptive Grid 手法を用いた建物周辺乱流の数値解析―Passive Method の３次元 k-εモ
デルへの適用―, 日本建築学会計画系論文報告集 , (393), (1988), 1-9. 村上周三，持田灯，
村上里美

6.	 �実物市街地に計画された中高層建物群周辺気流の数値解析 , 第 10 回風工学シンポジウム
論文集 , (1988), 187-192. 村上周三，持田灯，林吉彦，高橋岳生

7.	 �数値シミュレーションとコンピューターグラッフィックスを利用した流れの可視化と乱
流構造の解析に関する研究 , 日本建築学会計画系論文報告集 , (395), (1989), 1-10. 村上周
三，日比一喜，持田灯

8.	 �Three-Dimensional Numerical Simulation of Turbulent Flow Around Buildings using the 
k-ε Turbulence Model, Building and Environment, 24 (1), (1989), 51-64. Shuzo Muraka-
mi, Akashi Mochida

9.	 �EXAMINING THE k-ε MODEL BY MEANS OF A WIND TUNNEL TEST AND 
LARGE-EDDY SIMULATION OF THE TURBULENCE STRUCTURE AROUND A 
CUBE, Journal of Wind Engineering and Industrial Aerodynamics, 35, (1990), 87-100. 
Shuzo Murakami, Akashi Mochida, Yoshihiko Hayashi

10.	 �Large Eddy Simulation による街区周辺の乱流場の３次元解析（その１）―隣棟間隔の
変化が流れ場に与える影響と風洞実験の比較―, 日本建築学会計画系論文報告集 , (412), 
(1990), 1-10. 村上周三，日比一喜，持田灯

11.	 �Numerical Simulation of Velocity Field and Diffusion Field in an Urban Area, Energy and 
Buildings, 15 (3-4), (1991), 345-356. Shuzo Murakami, Akashi Mochida, Yoshihiko Ha-
yashi, Kazuki Hibi

12.	 �代数応力モデルによる２次元角柱周辺の乱流場の数値解析 , 日本建築学会計画系論文報
告集 , (419), (1991), 1-9. 村上周三，持田灯，近藤靖史，田中忠範

13.	 �立方体モデル周辺の非等方乱流場に関する k-εモデルと LES の比較―乱流エネルギー生
産の構造とノルマルストレスの非等方性の再現に関して―, 日本建築学会計画系論文報告
集 , (423), (1991), 23-31. 持田灯，村上周三，林吉彦

14.	 �Large Eddy Simulation による街区周辺の乱流場の３次元解析（その２）―建物壁面の変
動圧力場と流れ場の諸量の関連に関する検討―, 日本建築学会計画系論文報告集 , (425), 
(1991), 11-19. 村上周三，日比一喜，持田灯

15.	 �Velocity-pressure field of cross ventilation with open windows analyzed by wind tunnel and 
numerical simulation, Journal of Wind Engineering and Industrial Aerodynamics, 44 (1-3), 
(1992), 2575-2586. Shinsuke KATO, Shuzo MURAKAMI, Akashi MOCHIDA, Shin-ichi 
AKABAYASHI, Yoshihide TOMINAGA

16.	 �Numerical study on velocity-pressure field and wind forces for bluff bodies by k- ε, ASM 
and LES, Journal of Wind Engineering and Industrial Aerodynamics, 44 (1-3), (1992), 
2841-2852. S. MURAKAMI, A. MOCHIDA, Y. HAYASHI, S. SAKAMOTO

17.	 �浮力のあるガスが排出された場合の建物周辺の濃度変動、乱流拡散構造に関する風洞実
験 , 第 12 回風工学シンポジウム論文集 , (1992), 119-124. 富永禎秀，村上周三，持田灯，
渋谷亜紀子，野口康仁

18.	 �Numerical Simulation of Flowfield around Texas Tech Building by Large Eddy Simulation, 
Journal of Wind Engineering and Industrial Aerodynamics, 46-47, (1993), 455-460. A. 
MOCHIDA, S. MURAKAMI, M. SHOJI, Y. ISHIDA

19.	 �Unsteady Pressure Field around Oscillating Prism predicted by LES, Journal of Wind 
Engineering and Industrial Aerodynamics, 46-47, (1993), 551-556. S. SAKAMOTO, S. 
MURAKAMI, A. MOCHIDA
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20.	 �解強制置換法を用いた複合グリッドシステムによる建物内外の気流解析法に関する研究
（第一報）―セミスタガードスキーム · 準非構造格子 · 解強制置換法を用いた複合グリッ
ドシステムによる解析手法―, 日本建築学会計画系論文報告集 , (451), (1993), 55-65. 石
田義洋，村上周三，加藤信介，持田灯

21.	 �LES による２次元角柱に作用する変動風圧力と流れの３次元構造の解析 ―２次元計算と
３次元計算の比較―, 日本建築学会構造系論文報告集 , (453), (1993), 47-55. 持田灯，村
上周三，坂本成弘

22.	 �Numerical Study on flow past 2D square cylinder by Large Eddy Simulation:  Comparison 
between 2D and 3D computations-, Journal of Wind Engineering and Industrial Aerody-
namics, 50, (1993), 61-68. Shigehiro Sakamoto, Shuzo Murakami, Akashi Mochida

23.	 �拡散場に関する風洞実験の相似則について , 日本風工学会誌 , (59), (1994), 23-28. 持田
灯，村上周三，加藤信介

24.	 �２次元角柱まわりの乱流渦放出流れに関するLES と DSM、k-ε, 実験の比較 , 日本建築学
会構造系論文集 , 59 (459), (1994), 49-56. 坂本成弘，持田灯，村上周三，Wolfgang Rodi

25.	 �日射の影響を考慮した市街地の風環境の予測 · 評価法に関する基礎的研究―対流 · 放射シ
ミュレーションによる夏季の外部空間の温熱環境指標 (SET*) の算出 , 第 13 回風工学シ
ンポジウム論文集 , (1994), 91-94. 持田灯 , 村上周三 , 大森敏明 , 富永禎秀

26.	 �NUMERICAL SIMULATION OF TURBULENT DIFFUSION IN CITIES, Wind Climate 
in Cities, 277, (1995), 681-701. S. MURAKAMI, A. MOCHIDA, Y. TOMINAGA

27.	 �On turbulent vortex shedding flow past 2D square cylinder predicted by CFD, Journal of 
Wind Engineering and Industrial Aerodynamics, 54-55, (1995), 191-211. Shuzo Muraka-
mi, Akashi Mochida

28.	 �振動する２次元角柱に作用する変動風圧力に関するLESと実験の比較 , 日本建築学会構造
系論文集 , 60 (470), (1995), 35-42. 坂本成弘，持田灯，村上周三

29.	 �Validation of turbulence models applied to flow around building, RESTRUCTURING: 
AMERICA AND BEYOND, 1&2, (1995), 1273-1276. S Murakami, A Mochida, Y Hayashi

30.	 �Numerical Prediction of Flow around a Building with Various Turbulence Models-Com-
parison of k-ε EVM, ASM, DSM, and LES with Wind Tunnel Tests –, ASHRAE Transac-
tions 1996, 102 (Part1), (1996), 741-753. Shuzo MURAKAMI, Akashi MOCHIDA, Ryozo 
OOKA, Shinsuke KATO, Satoru IIZUKA

31.	 �Smagorinsky SGS モデルにおける標準型とDynamic 型の比較 ―Dynamic LES による２次
元角柱まわりの乱流渦放出流れの解析（第１報）―, 日本建築学会計画系論文集 , 61 (479), 
(1996), 41-47. 持田灯，村上周三，富永禎秀，小林光

32.	 �新潟県の局地気象に関する数値解析―水田が夏季の外部環境に及ぼす影響―, 第 14 回風
工学シンポジウム論文集 , (1996), 49-54. 赤林伸―，持田灯，村上周三，富永禎秀，吉田
伸治，Sangjin KIM

33.	 �波数空間の 3次元エネルギースペクトルに基づく LES のための流入変動風の生成 第 14 
回風工学シンポジウム論文集 , (1996), 223-226. 飯塚悟，持田灯，村上周三，李山相，近
藤宏二

34.	 �生成された流入変動風に基づく等方性乱流の LES計算 , 第 14 回風工学シンポジウム論文
集 , (1996), 227-232. 近藤宏二，持田灯，村上周三

35.	 �Lagrangian 型の安定化手法を用いたDynamic LES による 2次元角柱周辺流れの解析 , 第
14 回風工学シンポジウム論文集 , (1996), 233-238. 富永禎秀，持田灯，村上周三，飯塚悟

36.	 �LES PREDICTION OF GAS DIFFUSION NEAR BUILDING USING DYNAMIC MIXED 
SGS MODEL BASED ON A COMPOSITE GRID SYSTEM, Direct and Large- Eddy Sim-
ulation Ⅱ , (1997), 279-290. A. MOCHIDA, Y. TOMINAGA, S. MURAKAMI

37.	 �LES ANALYSIS ON TURBULENT FLOW PAST A SQUARE CYLINDER USING VARI-
OUS SGS MODELS, Direct and Large-Eddy Simulation Ⅱ, (1997), 385-395. S. MURAKA-
MI, S. IIZUKA, A. MOCHIDA, Y. TOMINAGA

38.	 �Generation of velocity fluctuations for inflow boundary condition of LES, Journal of Wind 
Engineering and Industrial Aerodynamics, 67-68, (1997), 51-64. K. Kondo, S. Murakami, 
A. Mochida
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39.	 �CFD analysis of wind-structure interaction for oscillating square cylinders, Journal of Wind 
Engineering and Industrial Aerodynamics, 72, (1997), 33-46. Shuzo Murakami, Akashi 
Mochida

40.	 �Development of a new k-ε model for flow and pressure fields around bluff body, Journal 
of Wind Engineering and Industrial Aerodynamics, 67-68, (1997), 169-182. M. Tsuchiya, S. 
Murakami, A. Mochida, K. Kondo, Y. Ishida

41.	 �CFD prediction of gaseous diffusion around a cubic model using a dynamic mixed SGS 
model based on composite grid technique, Journal of Wind Engineering and Industrial 
Aerodynamics, 67-68, (1997), 827-841. Y. Tominaga, S. Murakami, A. Mochida

42.	 �関東地方における土地利用状況の変化と流れ場・温度場の関係―Mellor-Yamada 型の都
市気候モデルによる局地気象解析―, 日本建築学会計画系論文集 , 62 (491), (1997), 31-
39. 村上周三，持田灯，Sangjin KIM，大岡龍三

43.	 �コロケーショングリッドを用いた LES におけるエネルギー非保存性の検討―Channel 計
算によるコロケーショングリッドとスタガードグリッドの比較―, 日本建築学会計画系論
文集 , 62 (492), (1997), 47-55. 大岡龍三，村上周三，持田灯

44.	 �Dynamic Mixed SGS モデルの適用―Dynamic LES による２次元角柱まわりの乱流渦放
出流れの解析（第２報）―, 日本建築学会計画系論文集, 62 (492), (1997), 57-62. 富永禎秀，
持田灯，村上周三，飯塚悟

45.	 �沿岸部における都市圏の拡大がヒートアイランド形成に及ぼす影響に関する解析 , 日本建
築学会計画系論文集 , 62 (492), (1997), 83-90. 杉山寛克，持田灯，村上周三，尾島俊雄

46.	 �CFD analysis of mesoscale climate in the Greater Tokyo area, Journal of Wind Engineering 
and Industrial Aerodynamics, 67-68, (1997), 459-477. Akashi Mochida, Shuzo Murakami, 
Toshio Ojima, Sangjin Kim, Ryozo Ooka, Hirokatsu Sugiyama

47.	 �風洞実験及び LES、DSM との比較による ASMの精度・問題点の検討―ASMによる立
方体周辺の非等方乱流場の数値解析―, 日本建築学会計画系論文集 , 62 (495), (1997), 61-
68. 大岡龍三，持田灯，村上周三，林吉彦

48.	 �数値解析法の定式化と LES によるチャンネル流解析― 一般曲線座標系スタガードグリッ
ドによる気流数値解析法（その１）―, 日本建築学会計画系論文集 , 62 (496), (1997), 45-
52. 石田義洋，村上周三，大岡龍三，持田灯，工藤邦昭

49.	 �複合グリッドを用いたDynamic Mixed SGS モデルによる建物周辺のガス拡散の LES, 日
本建築学会計画系論文集 , 62 (496), (1997), 53-58. 富永禎秀，村上周三，持田灯

50.	 �LES のための流入変動風生成に関する研究―流入変動風を用いた等方性乱流場の LES 解
析―, 日本建築学会構造系論文集 , 62 (501), (1997), 33-40. 近藤宏二，持田灯，村上周三

51.	 �< ui'uj'> 輸送方程式中の圧力歪相関項、wall reflection 項、乱流拡散項に関する各種モデ
ルの評価―応力方程式モデルによる立方体周辺気流解析―, 日本建築学会計画系論文集 , 
63 (504), (1998), 55-61. 大岡龍三，村上周三，持田灯

52.	 �数値気候モデルによる都市温暖化とこれに伴う風系変化のメカニズムの解析 , 日本風工
学会誌 , (75), (1998), 55-60. 持田灯，村上周三，Sangjin KIM，大岡龍三

53.	 �乱流境界層を対象とする LES のための流入変動風の生成―風洞実験に基づくクロススペ
クトルマトリックスのモデル化―, 日本建築学会構造系論文集 , 63 (509), (1998), 33-40. 
近藤宏二，持田灯，村上周三，土谷学

54.	 �Dynamic Smagorinsky モデルへの Lagrangian 型安定化手法の導入とその効果―Dynamic 
LES による２次元角柱周辺流れの解析（第３報）―, 日本建築学会計画系論文集 , 63 (511), 
(1998), 39-42. 飯塚悟，村上周三，持田灯，富永禎秀，小林光，K. D. Squires

55.	 �対流・放射・湿気輸送連成解析による屋外環境共生空間に関する研究―CFD による屋外
の気流分布と温熱環境に対する緑地の影響の検討―, 第 15 回風工学シンポジウム論文集 , 
(1998), 91-96. 吉田伸治，村上周三，持田灯，大岡龍三，富永禎秀，Sangjin KIM

56.	 �数値気象モデルによるバンコクの局地風と都市温熱環境の解析 , 第 15 回風工学シンポジ
ウム論文集 , (1998), 103-106. 大岡龍三，村上周三，持田灯，Sangjin KIM

57.	 �CFD analysis of wind climate from human scale to urban scale, Journal of Wind Engineer-
ing and Industrial Aerodynamics, 81 (1-3), (1999), 57-81. Shuzo Murakami, Ryozo Ooka, 
Akashi Mochida, Shinji Yoshida, Sangjin Kim
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58.	 �CFD prediction of flowfield and snowdrift around a building complex in a snowy region, 
Journal of Wind Engineering and Industrial Aerodynamics, 81 (1-3), (1999), 273-282. 
Yoshihide Tominaga, Akashi Mochida

59.	 �Past, present, and future of CWE: The view from 1999, Wind Engineering into the 21st 
Century, (1999), 91-104. S. Murakami, A. Mochida

60.	 �CFD study on urban climate in Tokyo-Effects of urbanization on climatic change, Wind 
Engineering into the 21st Century, (1999), 1307-1314. Akashi Mochida, Shuzo Murakami, 
Sangjin Kim, Ryozo Ooka

61.	 �LES of flow past 2D cylinder with imposed inflow turbulence, Wind Engineering into the 
21st Century, (1999), 1291-1298. S. Iizuka, S. Murakami, N. Tsuchiya, A. Mochida

62.	 �立方体周辺気流の LES 解析における数値振動抑制手法の研究― 一般曲線座標系 · スタ
ガードグリッドによる気流数値解析法その２―, 日本建築学会計画系論文集 , 64 (521), 
(1999), 63-71. 石田義洋，村上周三，大岡龍三，持田灯

63.	 �生成された流入変動風を用いた乱流境界層の LES ―流入変動風生成時のクロススペクト
ルマトリクスの再現精度が計算結果に及ぼす影響について―，日本建築学会構造系論文
集 , 64 (523), (1999), 47-54. 近藤宏二，持田灯，村上周三

64.	 �対流・放射・湿気輸送を連成した屋外環境解析に基づく緑化の効果の分析 , 日本建築学
会計画系論文集 , 65 (529), (2000), 77-84. 吉田伸治，村上周三，持田灯，大岡龍三，富
永禎秀，金相進

65.	 �実在する 270m平方の住宅地における地域的な風通しに関する風洞実験―建築群の配置 · 
集合形態が地域的な風通しに及ぼす影響その１―, 日本建築学会計画系論文集 , 65 (529), 
(2000), 109-116. 久保田徹，三浦昌生，富永禎秀，持田灯
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東北大学
■卒業論文
No. 氏名 卒業論文タイトル
1 宮 田　 敏 雄 , 都市内公園緑地がその周辺地域の夏季温熱環境に及ぼす影響に関する

研究
2 竹 田　 智 哉 , 通風による室内温熱環境改善のための気流制御に関する研究
3 岩 田　 達 明 , 樹木が外部環境に与える影響に関する数値モデルの開発と通風問題へ

の応用
4 岩 谷　　 賢 , 都市における風況の変化が市街地の気候特性に与える影響に関する研究
5 宮 内　 郷 史 , 非定常放射・対流連成解析を用いた夏季室内外温熱環境予測手法に関

する研究 ―通風，屋上緑化が温熱環境に及ぼす効果の検討―
6 吉 田　 知 弘 , 数値解析を用いた地域特性と都市気候形成機構の関係に関する研究
7 幡 谷　 尚 子 , 街路樹配置が街路空間の温熱・空気環境に及ぼす影響の研究
8 高 橋　 賢 伍 , 屋内外温熱環境予測のためのミクロ・マクロモデル連成解析手法に関

する研究
9 大 場　　 拓 , ヒートアイランド対策検討のための仙台の熱収支MAPの開発
10 大 風　　 翼 , CFDによる建物周辺における飛雪現象の数値予測法の基礎的研究－実

測・実験との比較に基づく Suspension と Saltation のモデル化の検討－
11 田 畑　 侑 一 , 都市空間内における自動車走行の流体力学的影響を記述する数値モデ

ルの開発
12 遠 藤　 芳 信 , CFDによる建物周辺の弱風域における風速特性および拡散特性の予測

精度の検証
13 菊 池　　 文 , 街路空間の風環境と温熱・空気環境に影響を及ぼす要因の分析－街路

樹と自動車の走行・人の歩行によって形成される微気候の検討－
14 藁 谷　 一 也 , 通風ポテンシャルの低減要因とその空間分布の評価法に関する研究
15 伊 藤　　 優 , 建物周辺の非平衡流れ場中の飛雪現象を対象とした Saltation のモデル

化の研究
16 内田茉莉亜 , 都市部における緑地・水面の暑熱環境緩和効果の研究

学位論文指導リスト
新潟工科大学
■卒業論文
No. 氏名 卒業論文タイトル
1 岩 谷　 大 輔 , 赤外線レーザーを用いた風洞実験における建物外気流の可視化手法に

関する研究
2 小 川　 直 也 , 市街地の形状・配置や気象条件が風環境に及ぼす影響
3 折 原　 規 道 , 都市緑化による夏季屋外環境の改善効果の分析
4 清 水　 郁 夫 , 土壌改良材散布が飛砂及び屋外温熱環境に及ぼす影響に関する研究
5 鈴 木　 将 智 , 改良 k-εモデルによる実物市街地の気流分布の数値シミュレーション
6 長谷川正樹 , 新潟県の気候区分を考慮した風環境評価手法に関する研究
7 保 坂　 和 利 , 冷房時の室内気流・温度分布の数値シミュレーション
8 武蔵川浩嗣 , 風による雪の輸送に関する数値シミュレーション
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17 毛 利　 圭 介 , 気候情報と都市情報の関連性を考慮した効果的な都市温暖化対策に関
する研究

18 石 田　 泰 之 , 市街地形態が市街地内の風通し及び拡散特性に与える影響に関する研究
19 今 野　 尚 子 , 移動する自動車群・歩行者群による流体力学的影響予測のためのCFD

サブモデルの開発
20 登 内　 隆 宏 , 緑地・水面の暑熱環境緩和効果に関する実測及びアンケート調査
21 菊 地　　 大 , 都市キャノピーモデルを組み込んだメソ気象モデルによる仙台の都市

気候解析 ―都市キャノピーモデルの精度検証と都市温暖化対策のケー
ススタディ―

22 佐々木康友 , 発達過程にある吹雪境界層中の飛雪流量に関する風洞実験と建物周辺
における吹きだまり分布の屋外観測

23 一 戸　 一 慧 , 風洞実験による吹雪境界層内の風速、飛雪流量および粒子速度の測定
に基づく Saltation モデルの最適化

24 小 野　　 梓 , 歩行者群による流体力学的効果を再現するためのCFDサブモデルの開発
25 弓 野　 沙 織 , 物理環境・人体温熱生理量測定と被験者アンケートに基づく日射の強

い屋外環境の温熱快適性評価に関する研究
26 大 多 和　 真 , 仙台市における夏季晴天日の気温空間分布の形成要因に関する研究
27 高 野　 芳 央 , 飛雪現象の数値予測のための雪粒子の影響を加味した新しい k-εモデ

ルの開発
28 洪　　 廷 炫 , ３次元放射収支の計測に基づく鉛直壁面による街路空間の温熱環境へ

の影響の分析
29 石 田　　 尚 , 測定に基づく屋内外の温熱環境改善を目的とした開口部・壁面対策の

影響に関する一体的分析
30 環 貫　　 陽 , 一様物体群周辺の流れの性状とそのモデル化に関する研究
31 切 石　　 薫 , 領域気象モデルWRFを用いた仙台の都市気候解析のための基礎的研究
32 内 田　 大 貴 , 緑化・高反射化のもたらす冷房負荷削減・ヒートアイランド緩和・都

市温暖化に対する適応の各効果の定量化
33 加 藤　 冴 佳 , 降雪期間の平均風向・風速の変動を考慮したCFDによる建物周辺の積

雪深予測手法
34 渡 部　 朱 生 , 一般化 Canopy モデル確立のための LES データを用いた一様ラフネス

群内における諸パラメータの推定
35 阿 藤　 裕 昭 , 樹木 Canopy モデル構築のための実測に基づく樹木群落内の乱流統計量

の分析
36 市林あゆみ , 樹木の蒸散量の時間変化とその気温低減効果の影響範囲の分析
37 長谷川拓真 , 屋外移動実測に基づく温熱環境条件と生理量の関係の分析と人体熱生

理モデルの精度検証
38 新 井　 千 秋 , 街路樹の形状や葉の密度が歩行者空間の温熱快適性に及ぼす影響の分析
39 河 西　 昌 隆 , 領域気象モデルWRFを用いた気候解析に基づく仙台における将来の熱

中症リスクの評価
40 本 間　 実 季 , 樹木による歩行者空間の温熱要素の変化が温熱快適性に与える影響の

分析
41 山本ミゲイル , 擬似温暖化手法を用いたWRFによる気候解析結果に基づく将来の熱中

症リスクの評価
42 五十井彩乃 , 屋外歩行者空間の温熱環境と人体生理量の同時測定
43 大 場　 優 作 , 屋外歩行者を対象とした人体熱生理モデルの精度検証と実市街地を対

象とした都市温暖化適応策の評価
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44 小野田真帆 , 海風により変化する広域の温湿度分布と市街地上空の気流性状の時系
列変化の同時計測 ―温湿度の多点同時測定とドップラーライダー計測
に基づく分析―

45 髙 田　 一 成 , 市街地形状パラメータと対象市街地内の風通し及びその風下市街地の
風環境への悪影響との関係に関する研究

46 石 川　　 大 , 実在する市街地を対象とする市街地形状パラメータと風環境の関係の
分析

47 小 林　　 炎 , 列植樹木の配置間隔と蒸散が歩行者空間の温熱環境に及ぼす影響に関
する数値解析

48 布 川　 啓 徳 , 気候変動と高齢化によって増大する将来の熱中症リスクの予測とその
要因分析

49 石 津　　 光 , 物理環境の変化に応じた樹木蒸散量変化の類型化及び樹木蒸散量の高
精度予測のためのモデルパラメータの提案

50 荻原隆太朗 , 高層建物が実在市街地の Breathability と歩行者空間の風環境に及ぼす
影響の研究

51 千葉絵理奈 , LCZ 区分の基準値の統一化に向けた客観データに基づく東京首都圏の
市街地形態と地表面被覆の分析

52 鎌 田　 脩 平 , 高層建物の形状が運動エネルギー輸送効率及び歩行者空間の風速に及
ぼす影響

53 橋 本　 悠 実 , 各種都市温暖化対策による物理環境要素の変化の歩行者の熱収支・温
熱快適性の変化に対する寄与の分析

54 前 田　 向 陽 , ドップラーライダーによる仙台上空の大気構造の分析とこれに基づく
WRFの精度検証

55 阿 部　 匡 平 , 夏季の沿岸都市における顕熱・潜熱収支分析に基づく気候形成要因の
検討

56 大 野　 陽 太 , 実在市街地の風通しに及ぼす市街地形態の影響の定量評価―高層建物及
び街区内の建物高さの非一様性が市街地のBreathability に及ぼす影響―

57 浜 崎　 美 晴 , 擬似温暖化手法による台風大型化に伴う強風の発生頻度の変化の分析
58 古 澤　 志 帆 , ドローンで取得した可視・赤外線画像に基づく都市構成要素の 3Dモデ

リング及び長波放射特性の分析
59 出牛すずか , 樹冠内の葉温の空間分布を予測するための気孔コンダクタンスモデル

のパラメータ同定
60 藤 田　 修 平 , 香港と仙台における顕熱・潜熱収支分析とこれに基づく海風の効果の

定量評価
61 藤 田　 祐 也 , ピロティを有する建物群が市街地内の高風速発生、平均的な風通し、

周辺建物に作用する風圧力へ与える影響
62 伊 藤　　 温 , 街区形態が街路空間の暑さ対策の効果に及ぼす影響の定量化
63 稲 葉　 雄 生 , 人工的に生成した流入変動風を用いた LES による建物周辺の圧力変動

の予測手法

■修士論文
No. 氏名 卒業論文タイトル
1 加 藤　 敦 子 , 都市環境CFD解析における気流障害物のモデル化に関する研究
2 大庭万希子 , 都市環境の温熱快適性に及ぼすwhite painting の効果に関する研究
3 佐 々 木　 澄 , 都市内公園緑地の暑熱緩和効果に関する研究
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4 掛 川　 敏 正 , 自然換気・通風を利用した室内熱・湿気環境の最適制御法に関する研究
5 竹 田　 智 哉 , 非定常放射解析を中心とする屋内外温熱環境予測手法の開発

―通風・日射遮蔽等のパッシブクーリング手法の評価―
6 岩 田　 達 明 , Canopy モデルを組み込んだCFD解析に基づく街路空間の熱・空気環

境制御に関する研究
7 宮 内　 郷 史 , メソ・ミクロ気候解析と熱負荷計算の統合による通風効果の評価

―都市内部の空間分布と相隣関係の影響―
8 吉 田　 知 弘 , 都市気候の数値解析に基づく熱収支構造の地域特性の定量化とその季

節変化に関する研究
9 高 橋　 賢 伍 , 通風と日射遮蔽による住宅の冷房負荷削減効果の都市内空間分布の評価
10 幡 谷　 尚 子 , ストリートキャニオン内の乱流拡散性状と温熱環境に関する研究

―街路樹と自動車走行の影響の計測・分析・モデル化―
11 大 風　　 翼 , CFDによる建物周辺における飛雪現象の数値予測法の研究
12 大 場　　 拓 , 都市大気部の熱収支分析に基づく仙台市内の都市気候環境計画のため

のゾーニング手法の開発
13 田 畑　 侑 一 , ストリートキャニオン内における自動車走行の流体力学的影響を記述

するCFDサブモデルの開発
14 遠 藤　 芳 信 , 高密度市街地内の移流・拡散メカニズムと換気・通風性能に関する研究
15 菊 池　　 文 , CFDによる街路空間の温熱・空気環境の分析とこれに基づく環境設計

手法に関する研究
16 藁 谷　 一 也 , 風通しと日射遮蔽の両面からみた環境効率の高い市街地形態の研究
17 伊 藤　　 優 , 吹雪モデルと融雪モデルを連成させた市街地内における積雪分布の予

測手法の開発
18 内田茉莉亜 , 都市部の小規模緑地・水面により形成される温熱環境の評価手法に関

する提案とそれに基づく効果分析
19 玄　　 英 麗 , Study on the Optimal Ratio of Building Height to Building Distance 

under Different Climatic Conditions-Taking Guangzhou （広州） and 
Sendai （仙台） as-examples-

20 蔡　　 昌 殷 , 気候数値解析に基づく内陸都市と沿岸都市の大気部熱収支構造の定量
化と比較

21 毛 利　 圭 介 , 数値解析を応用した熱収支分析に基づく快適な都市環境形成のためのク
リマアトラスに関する研究 ―気候特性に適合する市街地形態の提案―

22 石 田　 泰 之 , LES による都市空間の運動エネルギー収支の詳細解析
―エネルギー散逸の総和に基づく外部環境負荷の定量評価法の提案―

23 今 野　 尚 子 , 都市・建築空間に散在する、様々な形状・密度の一様物体群により形
成される風環境予測手法の開発 ―自動車・人体等のアスペクト比や形
状の複雑さの相違が流れ場に及ぼす影響に関する検討―

24 登 内　 隆 宏 , 屋外空間における人体温熱生理と快適性の研究 ―日射の影響下の非定
常環境における２ node model の適用性を中心として―

25 菊 地　　 大 , 領域気象モデルWRFによる東北地方沿岸部を対象とした気候解析
26 佐々木康友 , CFDによる建物周辺の積雪分布予測手法の研究

―隣棟間隔の相違が積雪量・融雪量に及ぼす影響に関する検討―
27 楊　　　 光 , 建物間隔と周辺の温熱環境の関係の分析

―夏季の気候条件の相違に伴う最適建物間隔の変化―
28 小 野　　 梓 , 様々な形状・密度の一様物体群により形成される風環境予測手法の開発

 ―LES を用いた渦の長さスケールの推定に基づく数値モデルの検証―
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29 馬　　 佳 敏 , 樹木の流体力学的効果を再現するための樹木キャノピーモデルの開発
―様々な密度の樹林帯の効果の再現―

30 弓 野　 沙 織 , 鉛直壁面物性が街路空間の温熱環境に及ぼす影響に関する研究
31 大 多 和　 真 , 領域気象モデルWRFによる 2030 年代の仙台を対象とした都市気候予測
32 高 野　 芳 央 , Street Canyon における屋根勾配の変化が気流性状に及ぼす影響の分析

―RANS を用いた屋根勾配のパラメトリックスタディと LES を用いた
渦構造の分析―

33 濱 田　 直 浩 , 暑熱環境下の市街地歩行空間における健康被害発生リスク評価手法の
提案とハザードマップの作成

34 胡　　 家 龍 , Optimal Building Arrangements Considering Energy Consumption 
under Different Climate Conditions 

35 李　　　 苑 , Proposal of a New Urban Environment Assessment System Combining 
Urban Expansion Prediction with WRF Simulation

36 環 貫　　 陽 , 都市環境を対象とした LES のためのスカラー変動を考慮した人工的な
流入変動風生成手法の検討

37 切 石　　 薫 , 領域気象モデルWRFによる 2030 年代の夏季と冬季の仙台を対象とし
た近未来標準気象データに基づくクリマアトラスの作成

38 内 田　 大 貴 , 放射・対流解析に基づく都市温暖化対策のもたらす効果の 3つの観点
からの定量化と分析

39 加 藤　 冴 佳 , CFDを用いた積雪寒冷都市における建物配置計画に関する基礎的研究
40 東 海 林　 諭 , 領域気象モデルWRF による 2000 年代と 2030 年代夏季の東京を対象

とした猛暑による熱中症発症リスクの評価
41 渡 部　 朱 生 , 都市 Canopy モデルの開発に必要な乱流統計量取得のための LES によ

る詳細解析 ―乱流エネルギーの生産に関わる諸量推定法の提案―
42 阿 藤　 裕 昭 , LES 詳細解析に基づくRANS型の都市Canopy モデルの評価
43 市林あゆみ , 樹木の蒸散量に影響を及ぼす要因と蒸散による歩行者空間における気

温低減効果の影響範囲の分析
44 長谷川拓真 , 熱中症発症リスクに関わる歩行者の生理量の予測手法の開発とこれに

基づくクールスポットの配置計画
45 新 井　 千 秋 , 歩行する人間が経験する温熱環境の変化を考慮した樹木配置計画に関

する研究
46 河 西　 昌 隆 , WRFと LES を結合した高精度メソ・ミクロ気象一貫解析手法の開発と

実市街地における温熱環境の将来予測
47 瀧 澤　 幸 大 , 実在市街地を対象とする移流・乱流拡散性状の評価 ―数値表層モデル

DSMを用いた市街地の再現とこれを対象とする LES 解析―
48 本 間　 実 季 , 列植樹木の樹冠形状、配置間隔が歩行者空間の温熱快適性に及ぼす影

響の分析と樹木モデルの改良
49 山本ミゲイル , 気候変動による都市の熱収支構造変化の将来予測
50 大 場　 優 作 , 歩行者が経験する熱ストレスの蓄積に基づく街路空間における温熱快

適性・熱中症リスクの評価
51 小野田真帆 , ドップラーライダー計測に基づく沿岸都市仙台の大気境界層の時空間

構造と地表付近の温湿度への影響の実態解明
52 髙 田　 一 成 , Breathability が高くエネルギー散逸が少ない市街地計画に関する研究

―これを実現するための高層建物の建物高さに関する検討―
53 文　 礼 志 , 風の乱れの影響を考慮したドーム型及び円弧型独立上屋の風荷重評価
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54 王　　　 正 , Influence of Urban Morphology and Land Surface Cover Properties on 
the Land Surface Temperature of Each Local Climate Zone in Chinese 
and Japanese Cities

55 石 川　　 大 , 着目する市街地内の運動エネルギーの散逸とその風下側の市街地の風
環境の関係の分析

56 小 林　　 炎 , 蒸散モデルの改良及び都市温暖化対策のもたらす効果の将来変化の分析
57 布 川　 啓 徳 , WRF・LES・人体温熱生理モデルを結合したメソ・ミクロ・人体一貫

解析による実街区の温熱・風環境の非定常解析及び歩行者の温熱生理
状態の評価

58 石 津　　 光 , 実大樹木の樹冠内蒸散量分布の測定及び単木樹木を対象とする蒸散量
予測モデルの改良

59 荻原隆太朗 , Breathability が高く地表付近の高風速発生を抑制する市街地形態に関す
る研究

60 千葉絵理奈 , Proposal of a Standardized LCZ Scheme for Asian Cities Based on the 
Analysis of Urban Morphological and Landcover Characteristics of 
Tokyo Metropolis

61 鎌 田　 脩 平 , 高層建物が市街地内の流れ場および周辺建物に作用する風圧力に及ぼ
す影響

62 橋 本　 悠 実 , 蒸散量予測モデルの検証及び地球温暖化緩和・ヒートアイランド現象
緩和・都市の暑熱化への適応の観点からの街路空間の暑さ対策効果の
定量化

63 阿 部　 匡 平 , ドップラーライダーとWRFによる都市空間の 3次元的な気候形成メカ
ニズムの分析

64 大 野　 陽 太 , LES による市街地形態と運動エネルギー交換量の関係の分析
65 浜 崎　 美 晴 , 領域気象モデルWRFによる都市上空の風速の確率密度分布に関する研究
66 山 根　 優 太 , 強風時に高層建物がその周囲の低層建物の風圧力に及ぼす影響に関す

る研究

■博士論文
No. 氏名 卒業論文タイトル
1 倫　 裕 發 , Modelling Airflow over Topographic Features Using Revised k-ε Models
2 佐 々 木　 澄 , 気候数値解析を用いた都市空間の熱収支制御に関する研究
3 白 澤　 多 一 , LESによる建物周辺の乱流構造の解析と混合時間スケール型 k-e モデル

の評価
4 席　 天 宇 , Research on the Influence of Piloti Ratio on Outdoor Thermal Environ-

ment of Residential Blocks in Humid Subtropical Climate City
5 大 風　 翼 , ２つの飛雪空間密度の輸送方程式に基づく建物周辺における飛雪現象

の数値解析手法の開発
6 玄　 英 麗 , Climatically Adapted Building Arrangement to Maximize Ther-

mal Acceptability of Outdoors under Different Climatic Conditions	
（屋外空間の熱的許容度を最大化するための気候特性に適合する建物配
置の研究）

7 周 　 曽 , Effects of Piloti on Outdoor Thermal Environment of Residential Blocks 
in a Hot-summer and Cold-winter City

8 鄧　 勤 犂 , Impacts of Building Density and Green Area Ratio on Urban Climate in 
Humid Subtropical Climate City
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9 楊 　 光 , 東アジア諸都市における緯度の相違による建物周辺環境の変化
―建物隣棟間隔と屋外温熱環境の関係の分析―

10 弓 野　 沙 織 , 都市温暖化緩和・適応策の効果分析のための温熱環境予測・評価手法
の開発

11 胡　 家 龍 , Method for Predicting Seasonal Outdoor Thermal Environment and 
Building Cooling Load

12 王　 云 霄 , 都市・建築空間の構成要素から放出される熱放射量の熱画像と可視画
像を併用した測定法の開発

13 周　 希 霖 , Evaluation of Local Climate Zones in Large Japanese Cities and Its Ap-
plication to Modelling of Mesoscale Climate over Sendai

14 謝　 育 全 , Long-Term Prediction of Mean Radiant Temperature around Buildings 
in Summer Season Using a Backpropagation Neural Network Improved 
by a Genetic Algorithm

15 手 代 木　 純 , 都市の温熱環境評価のためのライシメーター法による緑化樹木の蒸散
特性の研究

16 石 田　 泰 之 , 市街地形態が着目する市街地及びその風下領域の通風性能に与える影
響の同時評価法提案 ―LES による建物高さの非一様性の影響評価―

17 謝　 永 杭 , Quantitative Evaluation of the Impacts of Urban Development and-
Broader-Scale Climate Change on the Effects of Sea Breezes in Sendai 
-Comparison of Heat Balance Mechanism in Urban Space between the 
2000s and 2010s-

18 王 　 正 , Extraction and Comparison of Urban Climate Characteristics in Tokyo, 
Shanghai, and Hong Kong Based on Local Climate Zone Scheme
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